
 

                                

令和４年度第２回群馬県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会開催概要 

 

１ 開催日時  令和５年２月９日（木）  １３：３０～１５：００ 

２ 開催場所  群馬職業能力開発促進センター会議室 

３ 主な議題 

 ・令和４年度事業実施状況について 

 ・令和５年度事業計画について 

 ・その他 

 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。主な意見

は以下のとおり。 

 

 

（令和４年度事業実施状況について） 

・離職者数全体の母数が減少傾向にある背景のもと、群馬職業能力開発促進セン

ターとして一定の就職率をあげていただいていることは評価に値する。 

 

（令和５年度事業計画について） 

・社会的に DX の推進というのは大きなムーブメントである。特に中小企業で

あればこそ、遅れをとるとその後の競争力を失ったり生産性を低めたりするた

め、より一層いち早く中小企業に支援が入り、それを利用してもらうことが、県

内の中小企業の活性化にとって重要である。しかし、生産性向上支援訓練の実績

を見ると経営者の方々の認識がまだ低い。手が回らないということもあると思

料されるが、まだ DX の意義やメリットが充分に伝わっていないところもある

と考えていたため、人材開発支援助成金制度が利用できたりして機構と労働局

で連携が図れるようになると、令和５年度は DX 対応コースの目標値が５０人

上がるところであるが、目標値到達への推進力になるのではないか。 

 

・広報戦略もWebページで情報を見てもらう方法から直接届けに行く方法まで

様々なやり方がある。リソースが分散してしまうとそれだけ仕事が増えて効果

が薄くなると思われるため、効果が届くようなやり方で広報のリソースを集中

させるのが良いのではないか。 



・日本企業の生産性が低い理由は、企業に余裕がなく、なかなかリスキリングに

取り組めていないことが原因ではないかという報道を目にしたことがある。群

馬職業能力開発促進センターは能力開発の事業を行っているので、是非リスキ

リングに力を入れて取り組んでいただきたい。 

 

・離職者訓練の一部の科の名称を令和５年度から変更するとの説明があり、

CADものづくりサポート科については、「女性向けコース」という表示を令和５

年度から外すと伺った。昨今、当該表示を外すことについてはやむを得ないと思

料されるが、女性のものづくり分野への進出については、群馬県としても促進し

ていく必要がある。 
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